
心が「声で結ばれ、歌となって響く」～ 合唱コンクールを終えて ～ 

                              校長 鈴木 玲 

正直なところ、今年度の合唱コンクールは不安もありました。これまで何度も会場として使用さ

せていただいていた川口市総合文化センター リリアが改修工事のために使用できません。今年度

の会場は、私自身も初めてお借りする越谷サンシティの大ホール。生徒の集合・待機場所やコンク

ールの運営・流れ、保護者席として用意した座席の数やそこが満席になった際の臨時の対応など、

事前に十分な計画がされていたとはいえ、初めての会場であるために私自身、それらを具体的な画
え

として想像することが難しかったというのが本音です。しかもコンクール当日は月曜日ですので、

当日に向けた連絡や指導を行うのは前の週の金曜日になります。この「土日をはさむ」というのは

生活上の指導をする上で心配が多いものです。なにより、本番を迎えるにあたってクラスが一つに 

なり、盛り上がった生徒たちの熱い思いに「土日の２日間」という時間が水を差してしまわないか。

心配されることはいくつもありました。 

１１月１１日（月） 合唱コンクール本番を迎えました。結論から言ってしまえば、これまでの

私の思いは全くの杞憂
きゆう

に過ぎず、開始から数分後にはむしろ「チーム在家」のもつ底力にゆったり

と身を任せるほどの心地よさを感じていたほどです。 

開会式を終えると、１学年から順に演奏が始まります。１年生は初めての合唱コンクールで、し 

かもトップバッター。緊張した表情や体の動きはホール中段の審査員席から見ていてもわかります。 

一見、強
こわ

ばったように見えるその動きは、実は同時に素晴らしいステージマナーでもありました。

指揮者はクラス全体に目を配り、しっかりと掌 握
しょうあく

しています。演奏者たちは指揮者一点を見つめ、 

体を無駄に動かす者は一人もいません。思いを込めて重ね合わせた素敵な歌声が会場を満たします。 

当然のように、その素晴らしいステージマナーと美しい歌声は６組、２学年、３学年……と質を

高めながら伝播
でんぱ

していきます。学年が上がるにつれ、曲の難易度が上がっていきます。男子も女子

も声質に深みと丸みが増してきます。各学年、順位を付けることが困難な程、どれも完成度の高い

演奏に仕上げられていました。 

この合唱コンクールを成功させたのは一人一人の歌声に他なりません。それに加えて、指揮者や

ピアノ伴奏者の長時間にわたる練習の苦労、生徒会や実行委員会の事前の準備と当日の運営。見え

ないところでの先生方のフォローも忘れてはいけません。どれもコンクールの成功には欠くことが

できない大切なものです。ＰＴＡをはじめとする保護者の皆様にも様々な面でご理解とご協力をい 

ただきました。特に保護者席については

ご不便もおかけしたかと思います。しか

しながら、当日は限られたスペースを互

いに譲り合いながら鑑賞いただき、事後

のアンケートでは会場の設定について多

くの方が寛容
かんよう

に捉えてくださったことが 

わかりました。ありがとうございました。 

全てが終わってみれば、今年度の合唱

コンクールは例年以上に「ありがたさ」

を感じる合唱コンクールでした。 
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・心身ともにたくましい生徒 
・自ら進んで学ぶ生徒  
・豊かな情操を培う生徒 

６組とコーラスフレンズ（３年生有志）による合唱 

令和６年度 合唱コンクール スローガン 

 結声響歌 ～ 響かせよう 声と涙のハーモニー ～ 


